
- 1 -

【社会】 ＜小学校 第６学年＞

１ 結果のポイント

○「日本の歴史」について、「古墳時代」から「明治時代」の各時代についての用語やその意味の

理解、資料から読み取る力をみる問題では正答率が７５％を上回っているものが多い。

●各時代を代表する人物や歴史上のできごとを手がかりとして、時代の流れを考える問題や、複数

の資料から大日本帝国憲法の内容を選択する問題では正答率が６０％を下回っている。

○「国ができあがってくるころ」の社会の様子について、絵図を手がかりに読み取る問題では正答

率が８５％を上回っている。

●鎌倉時代の政治の中心地について、地図を活用してその位置の理解をみる問題では正答率が５０

％を下回っている。

●豊臣秀吉が天下統一において果たした役割を、キーワードを用いて表現する問題では正答率が５

０％程度である。

○江戸時代と比べて、明治時代に文明開化によって新しく生まれたものや変化したものを資料から

読み取り、その変化を適切に表現する問題では正答率が８０％程度である。

２ 結果の分析

（１）「知識・理解」の力をみる問題の例

＜問題＞ １の１ ６の４

１ １ 下線①の国の政府をなんと呼びますか。次のア～エの中から一つ選び，その記号を の中に書きましょう。

ア 明治政府 イ 江戸幕府 ウ 室町幕府 エ 大和 朝廷
ちようてい

６ ４ 下線③について中心的な役割を果たした人物を，次のア～エの中から一つ選び，その記号を の中に書きましょう。

ア 陸奥 宗 光 イ 板 垣 退 助 ウ 大久保利通 エ 伊藤 博 文
む つ むねみつ いたがき たいすけ おおく ぼとしみち いとう ひろぶみ

＜結果＞ １の１ 正答率 ８７．８％（正答…エ） ６の４ 正答率 ６０．０％（正答…ア）

＜分析＞

１の１「大和朝廷ということば」の理解をみる問題は９０％に近い正答率であり、また、４の

１「織田信長が鉄砲を大量に使うという新しい戦法を用いたこと」の理解をみる問題も、正答率

が９０％を上回り、昨年度の類似問題よりも正答率が上回っている。このことから、各時代につ

いての用語やその意味の理解についてはよく理解できていると考えられる。

しかし、６の４「条約改正における陸奥宗光の果たした役割」の理解をみる問題は、正答率が

６０％である。この問題の選択肢は、すべて明治時代に活躍した人物であるが、誤答となりやす

い小村寿太郎は含まれていない。このことから、明治政府の改革やそこでの人々の働きの理解が

十分でないと考えられる。近現代史の学習を充実させていく必要がある。

（２）「観察・資料活用・表現」の力をみる問題の例

＜問題＞ １の３ ３の１ ６の３

１ ３ よう子さんは，古墳づくりの様子の資料からわかることを考えました。よう子さん

が考えた次のア～エの中から，最も適切なものを一つ選び，その記号を の中

に書きましょう。

ア 古墳が日本全国にあったことがわかる。

イ 古墳の内部や出土品の様子がわかる。

ウ 多くの人々を働かせることのできた人物がいたことがわかる。

エ てきとの戦いにそなえて，大きくつくっていることがわかる。

３ １ ①の図で，幕府が開かれた鎌倉の位置はどこですか。図のア～エの中から正しいものを一つ選び，その記号を

の中に書きましょう。
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６ ３ 下線②の内容として最も適切なものを，次のア～エの中か

ら一つ選び,その記号を の中に書きましょう。

1889年 ②大日本帝国憲法を発布する

＜結果＞ １の３ 正答率 ８７．１％（正答…ウ） ３の１ 正答率 ４８．４％（正答…ア）

６の３ 正答率 ４４．３％（正答…イ）

＜分析＞

１の３「絵資料から多くの人を働かせることができた人物がいたことを読み取る力」をみる問

題、３の４「写真資料から現在の日本風の家のつくりに受け継がれているものを見つける力」を

みる問題は、共に正答率が８５％以上である。これは、絵資料や写真資料から事実を読み取る学

び方指導が繰り返し行われている成果であると考えられる。

しかし、３の１「鎌倉時代の政治の中心地の位置を地図上に示す」問題の正答率は４８．４％

で、昨年と同様低い正答率である。歴史学習においても、各時代の政治の中心地や主なできごと

の起きた場所を、地図帳で繰り返し確認することが必要である。

また、６の３「資料が示している内容を正しく読み取り、適切な資料を選択する力」をみる問

題では、昨年度の類似問題と比較すると正答率はやや改善されているものの、４５％を下回って

いる。誤答を分析すると、大半がウであることから、学習指導要領に示されている「明治天皇の

名による五箇条の御誓文の発布」や「明治政府が大日本帝国憲法を制定し、立憲政治を確立した

こと」の理解が十分でないことや、明治維新や近代化に関する資料の内容の読み取りに課題があ

ると考えられる。このことは６の小問の正答率の平均が６１．５％で、６つの大問の中で際立っ

て低いことからも言える。よって、明治政府の改革やそこでの人々の働きの理解を十分にできる

ようにするとともに、それらを活用して調べたり思考したりする学習が十分に行えるように指導

計画を工夫・改善する必要がある。

（３）「思考・判断」の力をみる問題の例

＜問題＞ ４の２

ひろ子さんは下の２つの資料を使って，豊 臣秀 吉の役割を説明する文をつくろうとしています。 の中の文と「区別」
とよとみひでよし

ということばを使って，ひろ子さんの説明を完成させましょう。

＜結果＞ 正答率 ４９．４％（正答…略）

＜分析＞

この設問は「豊臣秀吉が全国統一にどのような役割を果たしたのかを考え、キーワードを用い

て自分の考えをまとめる力」をみる問題である。昨年度の類似問題と比較すると、正答率はやや

改善されているものの、なお５０％を下回っている。また、無解答が１２．２％と高い。これは、

豊臣秀吉の政策について調べる学習はできているが、調べたことをもとに豊臣秀吉の意図を考え

る中で、検地や刀狩等の複数の資料から読み取ったことを比較・関連付け・総合しながら再構成

することが十分に行われていないと思われる。今後、学習指導要領の｢豊臣秀吉が検地や刀狩な

どの政策を行ったことを取り上げて調べ、資料から豊臣秀吉の意図を考える学習を通して、戦国

の世が統一されたことが分かるようにする。」という内容を踏まえ、調べ、考える学習を充実さ

せる必要がある。また、学習を振り返り様々な事実を整理しながら、課題に対する自分の考えを

まとめ、記述する指導を一層充実させる必要がある。

思考・判断の力をみる問題の正答率の平均は６４．８％であり、昨年度（６７．１％）と同程

度である。今後も事実を根拠にして考え、判断し、表現する力を育成する指導の充実が一層求め

られる。
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３ 分析を踏まえた指導の改善

（１）指導計画の改善工夫

近現代史の学習時間の十分な確保を！

・近現代史の学習時間を十分確保するために、年間指導計画

を見直し、指導内容や指導時間に偏りがないようにすると

ともに、それに従って計画的に授業を進めることが大切で

ある。

・明治以降の時代は、歴史的事象や人物が複雑に絡み合って

いることから、児童が興味・関心をもって学習ができるよ

う、取り上げる歴史事象や人物に関する資料の数や内容や

形態を工夫したり、歴史的事象を扱う時数に軽重をかけた

りするなどの工夫が必要である。また、知識の定着を図る

とともに、身に付けた調べ方やまとめ方を以後の学習に転

化できるような時間の位置付けも工夫したい。

年表をもとに学習を見通す場や学習したことを年表に整理する場の位置付けを！

・単元の導入において、人物年表等をもとに分かることと分からないことを明らかにしながら学習

計画づくりを行ったり、単元の終末に学習してきたことを時系列で整理し年表にまとめたりする

など、年表を活用した学習が展開できるように単元指導計画を工夫する。（教科書６年上２０、２１頁参照）

歴史学習においても地図帳の活用を！

・地図帳の活用の意義に気付くことができるよう、学習している時代の地図と地図帳とを比較する

ことで、時代の変容をとらえたり学習してきた社会的事象の位置を確かめることにより、過去の

出来事を位置関係でとらえたりできるようにしたい。

・人や物等の動きや広がりを白地図にまとめる作業学習をしたり、調べたことを分布図にまとめて

自作資料として発表したりするなど、児童が主体的に地図を活用し理解を深められるようにする

ことが大切である。

（２）指導方法の工夫改善

複数の資料から読み取ったことを比較・関連付け・総合しながら再構成する学習を！

・資料から事実を読み取り自分の考えをもつことができても、資料が複数になると考えをまとめる

ことが難しくなる。そこで、教師は児童一人一人の考えを聞き分け、整理しながら構造的な板書

にまとめ、相違点や今の論点はどこなのかをはっきりさせることが必要である。また、一人一人

の考えが深まるように「一番中心となっているのはどれだろう。」「まとめるとどういうことだろ

う。」といった働きかけを行う必要がある。

学習のまとめにおいて記述する時間の確保を！

・授業終了前の 10 分間をめどに、学習を振り返り自分の考えをまとめる時間を設定する必要があ
る。また、「分かったこと、思ったこと、さらに調べてみたいことの順で書いてみましょう。」「自

分の生活とのかかわりを考えて書きましょう。」｢キーワードを使って書いてみましょう。｣とい

ったように、何をどのようにまとめるのかについて具体的に指導・援助をする必要がある。

(３)学習環境の工夫、学習集団の育成等

年表，地図が十分活用できる学習環境の工夫を！

・自分が学習している時代が今から何年ほど前の

できごとなのか、歴史全体から見たときどのあ

たりなのかなどを確かめることができるよう、

教室に古代から現代までの略年表を掲示するこ

とが望ましい。また、学んだ地名を確認すると

ともに、調べた場所を示すことができるように、

白地図を準備する必要がある。

児童の興味・関心を高める働きかけを！

・児童が、学校で身に付けた調べ方やまとめ方を

家庭での学習に転化できるようにすることが大切である。そのために、学習した人物の意外なエ

ピソードを紹介したり、歴史的事象と自分たちの生活とのかかわりを示したりして、児童の追究

意欲を喚起するような働きかけを行っていきたい。

※指導改善事例は、「岐阜県総合教育センターＨＰ 教科教育等 学力向上ＰＪ授業改善（H16～18）

及び授業改善推進プラン（H19～）」を参照する。(http://www.gifu-net.ed.jp/gec/)

（教科書６年上８９頁）

(教科書６年上２２頁)


